


○健診に関する啓発

・ホームページや広域連合・市町村広報誌への掲載、講演会での周知

・医療機関に配布する保険証更新案内ポスターへの掲載 等

○健康状態不明者への取組み

・医療・健診・介護サービスにつながっていない高齢者の健康状態を把握し、医療や健

診等、必要な支援に繋げる。（「高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施」にて実施）

○その他

・利便性の向上（市町村が実施する特定健診・がん健診との同時実施の呼びかけ）

・健診検査項目の充実（HbA1ｃ、尿潜血、尿酸、血清クレアチニン追加（H28年度～））

・対象者拡大（R元年度～生活習慣病治療中の方、R４年度～有料老人ホーム・軽費老人ホーム入居者）

後期高齢者健康診査の受診率向上を目指します。

・全国に比べ健診受診率が低い
・要介護認定率、 １人当たり介護給付費（居宅・施設）が国よりも高い。
・健康状態不明者（医療・健診・介護サービスにつながっていない者）が
約４万人いる。

２ 福岡県後期高齢者医療広域連合の取組み
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１ 後期高齢者健診の現状と課題

①受診率の経年変化

②問題・課題

後期高齢者健康診査は、生活習慣病の早期発見に加え、フレイルチェックを行い、必要に応じて医療や介護予防等につなげることを目的としています。

◎健診結果から必要な人（未受診者や治療中断者等）を医療につなげたり、生活習慣病治療中であるが医師の指示を守れていない高齢者

への保健指導や、フレイルリスクにかかる保健指導を行っています。

◆薬剤師会の先生方にお願いしたいこと

かかりつけ薬局から患者様へ、健診受診を勧めていただきますよう、よろしくお願いいたします。
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